
図１は、ケーキを２等分したものです。

図２は、ケーキを４等分したものです。

問．さて、図１のＡと、図２のＣとでは、どちらが大きいですか？

見るからに、図１のＡのほうが大きいですよね。

では、数学的に比べてみましょう。

★ 次は、見ためで比べてみましょう。

分ける数が違うので、このままでは比べることができません。

そこで、分ける数を同じにしちゃいましょう。

図１のAと、図２のC，Eをみてみましょう。

Aの大きさと、C，Eを足した大きさは同じであることに気がつきましたか。

このように、いくつかの分数の分母を同じ数にすることを 「通分（つうぶん）」 といいます。
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